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エルピーダメモリ株式会社 
 

ナンヤテクノロジー社を特許侵害で米ITCおよび 
台湾知的財産裁判所に提訴 

 

 エルピーダメモリ株式会社（代表取締役社長兼 CEO 坂本幸雄、以下、エルピーダ）は、

本年 11 月 15 日（米国時間）、台湾の半導体メーカー、ナンヤテクノロジー（Nanya 

Technology Corporation、南亞科技股份有限公司、以下、ナンヤ）およびその米国子会社

の Nanya Technology Corporation USA（以下、Nanya USA）について、同社の DRAM

（※注 1）製品が、当社の保有する米国特許 7 件を侵害しているとして、当該製品の米国

への輸入差し止めを求め、米国際貿易委員会（※注 2、International Trade Commission、

以下、ITC）に提訴いたしました。 

 
 さらに、16 日（台湾時間）、エルピーダは、ナンヤについて、ナンヤが製造・販売す

る DRAM 製品および当該 DRAM 製品を搭載したモジュール製品（※注 3）が、当社の保

有する台湾特許 4 件（※注 4）を侵害しているとして、台湾における当該製品の製造と販

売の差し止め等を求め、台湾知的財産裁判所（※注 5、Taiwan Intellectual Property 

Court）に提訴いたしました。 

 
 エルピーダはすでに、米カリフォルニア州北部地区連邦地方裁判所において、ナンヤと

Nanya USA について、特許侵害で、本年 9 月 6 日に訴訟を提起しております。本件では、

ナンヤの DRAM 製品が、当社所有の米国特許 4 件を侵害している旨を申し立てておりま

す。 

 
 エルピーダの構築する特許ポートフォリオは、エルピーダの前身であった NEC および

日立以来現在まで続く巨額の研究開発費と絶え間ない数多くの開発者による努力の成果

であります。その特許ポートフォリオを使用する第三者は、市場において適切な競争環境

を維持するためにも、応分の負担をすべきで、ナンヤの場合は従ってかなりの多額な対価

を負担することが正当であるとエルピーダは考えています。 

 
 また、エルピーダは、もしかかる第三者が正当な対価を負担しないのであれば、そのフ

リーライド的無断使用を停止させ、市場の適切な競争環境を整えるべきであると、強く考

えています。 

 



N E W S  R E L E A S E  

米国カリフォルニアにおいて訴訟を提起して以降、エルピーダはナンヤとの間で、ナン

ヤによる当社特許の無断使用に関し、実施料を支払うよう協議を行って参りました。しか

しながら、数度にわたる交渉を行ったものの、ナンヤには、協議を円満に収束させる意思

がないものと判断されたため、今般エルピーダは、さらなる訴訟の提訴に踏み切りました。 

 
 エルピーダは、当社の特許を実施している企業について、積極的に実施許諾契約の締結

を推進していくとともに、話し合いによる解決が困難であると判断した場合には、エルピ

ーダの知的財産を保護するため、司法当局等による判断を求めてまいります。 

 
注 1： DRAM（Dynamic Random Access Memory の略。半導体の一種。パソコン（PC）や携帯

電話などの各種デジタル機器に搭載され、情報の読み出しと書き込みを行う主要メモリ。デ

ータを記憶するのは一時保存で、電源を切るとデータは記憶されない。） 

注 2： 国際貿易委員会（ITC）のホームページ：http://www.usitc.gov/ 

注 3： 対象 DRAM 製品とモジュール製品 

ナンヤの製造する Elixir ブランドの DRAM 製品の製法規格（Die Revision）が B、C 及び

D の DDR3 SDRAM 及び当該チップを使用したメモリモジュール製品。それらの商品表示

から、当社の特許（下記注 4 参照）を侵害していると認定したため、台湾においてもナン

ヤを提訴し、当社所有の特許 4 件の侵害行為の差し止めを求めることとした。 

注 4： 台湾における対象特許： 

・特許登録番号 第 I 324386 号「半導体装置およびその製造方法」 

・特許登録番号 第 165468 号「半導体集積回路特許およびその製造方法」 

・特許登録番号 第 169733 号「半導体装置およびその製造方法」 

・特許登録番号 第 I 298540 号「半導体装置およびその製造方法」 

注 5： 台湾知的財産裁判所のホームページ：http://ipc.judicial.gov.tw/en/ 

 

 
 

ニュースリリースに掲載されている情報は、発表日現在の情報です。その後予告なしに変更される

ことがございますので、あらかじめご了承ください。 

 
＜報道関係からのお問い合わせ先＞ 
エルピーダメモリ株式会社 
パブリックリレーションズグループ 
広報担当 中島・齋藤・鶴巻 
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